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９月15日現在、564件２億7,519万
6,123円の義援金が寄せられています。
このうち、１億6,600万円が各世帯へ
配分されています。
皆さまの温かいご支援、ありがとう
ございます。

浪江町への
義援金

９月19日、桑折駅前仮設住宅（桑折町）集会所で、「なみ

え焼そば」が無料で提供されました。

福島県中華飲食業生活衛生同業組合主催によるもので、浪

江支部（支部長　芹川輝男さん）の皆さんが集まり開催され、

ふるさとの味「なみえ焼そば」を求める多くの方々でにぎわ

いました。

このほか、10月２日に本宮市、10月26日に二本松市日山

パークゴルフ場で無料提供されます。

ふるさとの味

９月10日、二本松市市民交流センターで大堀幼稚園の修了

証書を手渡す会「なかよしの会」が開催されました。卒園児

14名と年少組８名が参加し、園長先生から一人ひとりに修了

証書が手渡されました。子どもたちは、友だちとの久しぶり

の再会に、まぶしい笑顔を見せていました。

また、８月27日には、苅野幼稚園と浪江町児童館でも、修

了証書が手渡されました。

元気な笑顔集まる

宮崎県　繋がるてとてプロジェクト（代表　黒木彰子さん）

から東日本大震災復興支援チャリティーイベントの収益金に

よる義援金と応援メッセージが届けられました。

ありがとうございました。

ありがとうございました

８月25日、浪江小学校・浪江中学校合同開校式が、浪江中

学校体育館（旧針道小学校）で行われました。

浪江小28名、浪江中33名の児童生徒が出席し、新しい学校

生活をスタートさせました。

浪江小・浪江中スタート

大堀幼稚園大堀幼稚園

苅野幼稚園苅野幼稚園

浪江町児童館浪江町児童館

大堀幼稚園

苅野幼稚園

浪江町児童館
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町
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
て浪

江
町
長
　
馬
　
場
　
　
　
有

町民の皆さまへ

　
大
震
災
よ
り
半
年
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

今
も
っ
て
皆
さ
ま
に
は
、
難
儀
な
日
々
の

生
活
を
送
っ
て
い
る
と
存
じ
ま
す
。
何
と

ぞ
、
心
折
れ
る
こ
と
な
く
、
帰
町
で
き
る

ま
で
強
い
信
念
を
お
持
ち
く
だ
さ
る
よ
う

念
願
し
ま
す
。

 

さ
て
、
町
で
は
、
今
後
の
復
旧
・
復
興

に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
７
月
末
か

ら
町
職
員
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
開

催
し
、
検
討
作
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
後
、
町
民
と
の
協
働
に
よ
る
（
有

識
者
を
含
む
。）
浪
江
町
復
興
検
討
委
員

会
（
仮
称
）
を
設
置
し
、
年
内
に
は
復
旧
・

復
興
ビ
ジ
ョ
ン
素
案
を
示
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
現
在
町
の
最
優
先
課

題
と
し
て
、
放
射
能
の
汚
染
及
び
除
染
・

除
去
に
つ
い
て
、
国
・
県
に
対
し
、
汚

染
マ
ッ
プ
等
の
情
報
を
公
開
す
る
こ
と
と
、

効
果
的
除
染
技
術
の
提
供
を
強
く
求
め
て

お
り
ま
す
。
帰
還
で
き
る
か
、
で
き
な
い

か
は
そ
の
除
染
に
か
か
っ
て
い
る
か
ら
で

す
。
ま
た
、
町
独
自
調
査
に
よ
り
、
線
量

の
高
い
と
こ
ろ
と
比
較
的
低
い
と
こ
ろ
が

分
散
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま

す
の
で
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ラ
・

公
共
施
設
等
の
損
壊
調
査
を
開
始
し
、
復

旧
に
備
え
、「
全
町
計
画
的
避
難
区
域
」

に
指
示
替
え
を
依
頼
し
、
一
日
も
早
い
復

旧
工
事
の
準
備
に
入
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

 
さ
ら
に
、
地
域
再
生
、
産
業
再
生
の
た

め
「
特
別
法
」
の
制
定
を
重
ね
て
強
く
国

に
要
望
し
ま
す
。
自
然
災
害
と
原
子
力
災

害
は
、
ま
っ
た
く
異
質
な
も
の
で
、
放
射

能
の
影
響
に
よ
る
長
期
間
災
害
で
あ
る
た

め
、
各
分
野
に
お
い
て
「
特
区
」
の
位
置

付
け
が
必
要
で
す
。
沿
岸
地
域
の
再
生
・

中
心
市
街
地
の
再
生
・
緑
豊
か
な
農
村
地

域
の
再
生
・
中
山
間
地
域
の
再
生
等
に
は
、

予
算
措
置
は
も
ち
ろ
ん
、
省
庁
間
の
垣
根

を
は
ず
し
た
「
国
家
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
・
県
の
強
力
な

サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

 

な
お
、
損
害
賠
償
・
補
償
に
つ
い
て
は
、

町
議
会
と
と
も
に
「
損
害
賠
償
紛
争
審
査

会
の
中
間
指
針
」
が
実
態
に
添
う
よ
う
、

国
・
東
電
に
変
更
を
要
望
・
要
求
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
申
請
書
の
手
続
き
を

簡
潔
に
す
る
よ
う
に
も
訴
え
て
お
り
ま
す
。

 

避
難
し
た
と
き
は
、
桜
の
つ
ぼ
み
が
小

さ
い
時
期
で
し
た
が
、
今
は
コ
ス
モ
ス
の

花
が
咲
く
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
天
高
く

澄
み
き
っ
た
青
い
空
の
浪
江
町
を
思
い
、

戻
れ
る
こ
と
を
念
じ
、
皆
さ
ま
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
し
ま
す
。
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問合せ
申込み
電　話
ファックス
メールアドレス
ホームページアドレス
フリーダイヤル

問

e
FAX

URL

TEL
申
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　平成23年３月11日に発生した東日本大震災、そ

して福島第一原子力発電所の事故により、福島県

内外に分散避難した浪江町民。長期化する避難生活、

先の見えない不安の中で、町民の皆さんがどのよ

うな思いで生活し、ふるさとへの思いを抱いてい

るのか。

　こうした町民の思いをつなげるために、“浪江

のこころプロジェクト”が立ち上げられました。

東北圏地域づくりコンソーシアム推進協議会（※）

が中心となり、全国各地のＮＰＯ、大学等の皆さ

んが取材を進め、浪江町との連携のもと「浪江の

こころ通信」が編集・発行されます。

　浪江のこころプロジェクトは、分散避難してい

る町民の皆さんの声を「浪江のこころ通信」を通

してお届けし、ふるさと浪江町がかつての暮らし

を取り戻すことへの願いとこだわりを発信・共有

しようとするものです。

※東北圏地域づくりコンソーシアム推進協議会は、
東北圏（７県）の地域コミュニティ再生や協働
のまちづくりの推進を目的として、大学、ＮＰＯ、
企業、経済団体、行政等が連携したコミュニティ
支援ネットワーク。仙台が本拠地。

浪江の

通信こころ通信通信通信こここここここころころろろ

「浪江のこころ通信／第４号」への
感想をお寄せください。

● 第４号 ●

【連絡先】〒976－0904 福島県二本松市郭内一丁目196－1
男女共生センター内 浪江町役場二本松事務所
　「浪江のこころ通信」宛

FAX.0243－22－4261
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サポートセンターのお知らせ

【おたまじゃくしクラブ】
未就学児の一時預かり
◆対 象 者　
　満１歳以上の未就学児
　※０歳児は利用できません。
◆利 用 日　月～金曜日
◆利用時間　９時～15時
◆送　　迎　家族
◆昼　　食　弁当持参
◆利 用 料　50円／日
＊１日10名まで

【配食サービス】
◆対 象 者　
おおむね65歳以上の独居ま
たは老人世帯（自炊困難）で、
二本松市または本宮市の仮設
住宅にお住まいの方
◆利 用 日
　月～金曜日の昼食か夕食
◆利用回数　週３回まで
◆料　　金　１食300円

【モーニングサロン】
◆利 用 日　月～金曜日
◆利用時間　
　７時30分～８時30分
◆メニュー　
パン＋コーヒー
またはおにぎり＋みそ汁
◆料　　金　
自分で焼いてよそって
１食150円
＊先着20名

【かえるクラブ】
放課後の児童預かり
◆対 象 者　小・中学生
◆利 用 日　月～金曜日
◆利用時間　16時～18時
◆送　　迎　
サポートセンターまではスクー
ルバス。帰りは家族迎え。
◆利 用 料　50円／日

浪江町体操教室
◆開催日時　毎週１回　14時～16時
◆対 象 者　65歳以上の方
◆場　　所　仮設住宅集会所
◆利 用 料　無料
◆スタッフ　リハ・アクティヴセンターTAIYOスタッフ
 開催日程については現在調整中です。決まり次第、仮
設住宅の掲示板へ掲示します。
＊申し込み不要。仮設住宅以外の方も参加できます。

【訪問理容】
散髪、顔そり
◆対 象 者　
おおむね65歳以上の独居また
は老人世帯で、移動が困難な方
◆利 用 日　基本は希望日
◆利用制限
　２カ月に１回、１日に４人まで
◆料　　金　１回1,500円

【土・日曜日のサロン】
◆利用時間　９時～16時
 おしゃべりしたり、お茶を飲
んだり、楽しい時間をお過ごし
ください。

＊18時～20時にサポートセンターを利用
したい方は、申込書を提出してください。

◆利 用 料　
 ●ガスを使用する場合　　１時間400円
 ●ガスを使用しない場合　１時間250円
 
 お問い合わせ

　　NPO法人 Jin  080－6013－7504
 　受付時間　月～金曜日　９時～16時

一樹デイサービスセンター
 （二本松市：杉内多目的運動場）

リハ・アクティヴセンターＴＡＩＹＯ
 （本宮市：本宮運動公園みんなの原っぱ）

1010月3日
再開再開

10月3日
再開 オンフール双葉デイサービスセンター

 （二本松市：安達運動場）

浪江町デイサービスセンター
 （桑折町駅前）

＊デイサービスセンターのご利用は、担当のケアマネージャーにご相談ください。

1010月1717日
再開再開

10月17日
再開

1111月1日
再開再開

11月1日
再開
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私
は
、
震
災
３
日
後
に
親
戚
の
お

じ
さ
ん
が
住
ん
で
い
る
さ
い
た
ま
市

に
避
難
し
て
き
ま
し
た
。
お
父
さ
ん

は
福
島
で
働
い
て
い
て
月
に
１
回
か

ら
２
回
会
い
に
来
て
く
れ
ま
す
。
昨

日
は
私
の
誕
生
日
だ
っ
た
の
で
お
父

さ
ん
も
一
緒
に
み
ん
な
で
ケ
ー
キ
を

食
べ
ま
し
た
。

今
は
毎
朝
、
通
学
班
の
み
ん
な
と

一
緒
に
学
校
へ
通
っ
て
い
ま
す
。
新

し
い
友
だ
ち
も
で
き
ま
し
た
。
学
校

で
一
番
楽
し
い
の
は
、
友
だ
ち
と
話

し
た
り
遊
ん
だ
り
し
て
い
る
と
き
で

す
。
休
み
時
間
に
な
る
と
み
ん
な
が

遊
び
に
誘
っ
て
く
れ
る
の
が
う
れ
し

い
で
す
。
こ
の
間
、
始
業
式
が
あ
っ

て
学
校
に
行
っ
た
と
き
も
友
だ
ち
か

ら
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。

浪
江
に
い
た
と
き
は
、
自
転
車
に

い
っ
ぱ
い
乗
っ
た
り
、
ず
っ
と
外
で

遊
ん
で
い
ま
し
た
。
で
も
、
こ
こ
は

自
動
車
が
多
い
の
で
浪
江
に
い
た
と

き
の
よ
う
に
は
遊
べ
ま
せ
ん
。

今
一
番
し
た
い
こ
と
は
、
沢
上
の

花
火
を
見
て
、
き
れ
い
な
着
物
を
着

て
よ
さ
こ
い
を
踊
る
こ
と
。
そ
れ
か

ら
「
な
み
え
焼
そ
ば
」
も
食
べ
た
い

で
す
。
そ
し
て
浪
江
の
学
校
に
も
行

き
た
い
し
、
お
友
だ
ち
に
も
会
い
た

い
で
す
。

渡
部
　
羽
海
ち
ゃ
ん（
小
４
）（
立
野
）

取
材
者:

ち
ば
市
民
活
動
・
市
民
事
業
サ
ポ
ー
ト

　
　
　

ク
ラ
ブ  

大
内
・
牧
野

取
材
日:

９
月
11
日

浪
江
・
沢
上
の
花
火
を
見
た
い

な
み
え
焼
そ
ば
が
食
べ
た
い

　羽海ちゃんは現在、親戚の叔父さ
んが住んでいるさいたま市に妹の舞
ちゃん（小２）と花菜ちゃん（小１）
祖父母、お母さんと暮らしています。
お父さんは福島で働いているため離
ればなれの生活です。

▲お気にいりのマグカップを前に並べて。
左から花菜ちゃん、
　　　　　　　舞ちゃん、羽海ちゃん

埼玉県

まい

は　な

う
　
　
み

取材者 :地域社会デザイン・ラボ  遠藤
　　　 宮城大学地域連携センター  高田
取材日 :９月14日

浪江の人・海・山・川を想って…
　現在は、二本松市にある浪江町役場で総務の仕事を担当。
住まいは、本宮市で家族とともに暮らす。活発だった小中高
校の横のつながりの会合を「これからもできれば…」と懐か
しむ。浪江の自然を愛するアウトドア大好き人間。

今、浪江で思い出すのは、家族や子どもたちと

出かけた川や海のことです。季節ごとに我が家の

楽しみのサイクルができていて、４月はヤマメ釣り、

７月はアユ釣り。また、海釣りでは夏にアジやイ

シモチを釣ったものです。

私の家族は震災後、何カ所か避難所を回った後、

妻と子どもたちは静岡県に、母と祖母は神奈川県に、

祖父は猪苗代町に分散避難し、私は役場の仕事が

あるので一人でした。連絡もままならない場合が

あり苦労しました。でも今は、やっと家族が２カ

所に分かれながらも近い場所で暮らせるようにな

りホッとしています。

震災の後は、非常用電源を確保したり、避難物

資を運んだり、炊き出しのための食糧の確保のた

めに会社や商店、農家にお願いに出かけたり、避

難所で食事を配る担当をしたり、役場の移転や出

張所立ち上げの担当になり必死でした。でも「う

ちら職員がやらねば誰がやる。」という気持ちで、

一生懸命に動く仲間たちに支えられてきました。

今後、浪江に帰ったら、自然を感じて楽しむ生

活をまた送りたいですね。また、家族に任せきりだっ

た田畑もなるべく頑張りたいと思います。

金山　信一さん（立野）

役場から

▲仕事帰りに福島駅前にて

�������������������

■
と
も
か
く
、
家
族
全
員
が
無
事
に

帰
宅
し
、
避
難
し
た
あ
の
日

強
い
揺
れ
の
後
、
職
場
か
ら
水
平

線
を
見
つ
め
て
い
る
と
、
10
ｍ
を
超

す
と
思
わ
れ
る
真
っ
黒
い
波
の
壁
が

見
え
ま
し
た
。
と
っ
さ
に
大
津
波
の

危
険
を
確
信
し
、
近
く
の
人
に
避
難

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
通
称
「
山
麓

線
」
を
た
ど
っ
て
自
宅
へ
戻
ろ
う
と

し
ま
し
た
が
、
橋
の
た
も
と
に
は
大

き
な
亀
裂
や
隆
起
が
で
き
て
い
て
、

周
り
の
人
た
ち
と
丸
太
を
組
み
、
助

け
合
い
な
が
ら
家
に
戻
り
ま
し
た
。

自
宅
に
い
た
今
年
93
歳
に
な
る
母

は
歩
く
こ
と
が
不
自
由
で
し
た
が
、

あ
の
非
常
時
だ
か
ら
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
、
迅
速
に
２
０
０
ｍ
離
れ
た
隣

家
を
頼
り
、
無
事
で
し
た
。

ま
た
、
町
の
体
育
館
に
出
向
い
て

い
た
妻
、
洋
子
は
、
途
中
に
あ
る
浪

江
高
校
の
生
徒
た
ち
に
請
戸
地
区
の

津
波
を
知
ら
せ
た
り
、
避
難
を
呼
び

か
け
た
り
し
な
が
ら
家
に
向
か
っ
た

よ
う
で
す
。
苅
野
小
学
校
に
通
学
し

て
い
た
孫
の
郁
弥
も
無
事
に
帰
宅
し
、

愛
犬
を
伴
っ
て
全
員
で
津
島
の
避
難

所
に
行
き
ま
し
た
。

愛
犬
が
一
緒
だ
っ
た
の
で
私
は
車

で
寝
泊
ま
り
し
、
配
ら
れ
る
小
さ
な

お
に
ぎ
り
や
４
人
で
１
個
の
メ
ロ
ン

パ
ン
を
分
け
合
っ
て
食
べ
ま
し
た
。

そ
の
大
変
な
体
験
と
、
避
難
先
の
福

島
で
の
生
活
と
を
経
験
し
た
孫
は
た

く
ま
し
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

■
仲
間
や
同
窓
生
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

た
ち
に
支
え
ら
れ
て

私
も
妻
も
詩
人
と
し
て
の
活
動
が

長
く
、
作
詞
活
動
を
通
じ
た
音
楽
関

係
の
先
輩
後
輩
や
、
作
り
上
げ
た
歌

を
届
け
た
施
設
の
方
々
か
ら
、
本
当

に
多
く
の
お
心
遣
い
や
差
し
入
れ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
妻
の
出

身
地
福
島
市
の
友
人
た
ち
が
消
息
を

心
配
し
て
く
れ
た
り
、
か
つ
て
の
部

活
の
仲
間
た
ち
が
励
ま
す
会
を
開
い

て
く
れ
た
り
と
、
多
く
の
人
に
支
え

ら
れ
て
今
が
あ
り
ま
す
。
介
護
ベ
ッ

ト
が
必
要
な
母
の
た
め
に
仮
設
住
宅

よ
り
借
上
げ
住
宅
を
と
、
こ
の
相
馬

の
家
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
も

歌
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
施
設
の
方

で
し
た
。

原
発
事
故
の
深
刻
さ
を
知
ら
さ
れ

る
た
び
に
、
浪
江
へ
戻
る
こ
と
は
無

理
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
浪
江
町
の
人
々
が
活

躍
さ
れ
て
い
る
新
聞
記
事
な
ど
を
目

に
す
る
と
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

避
難
す
る
た
び
に
転
校
す
る
こ
と

に
な
っ
た
孫
は
か
わ
い
そ
う
で
し
た

が
、
今
は
元
気
に
野
球
を
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
私
が
作
詞
し
た
「
ふ

る
さ
と
浪
江
」
の
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

を
し
ま
す
が
、
私
の
中
で
は
い
つ
ま

で
も
美
し
い
浪
江
の
ま
ま
で
す
。
歌

の
イ
メ
ー
ジ
を
壊
し
た
く
な
い
の
で
、

ま
だ
無
残
な
浪
江
は
見
た
く
あ
り
ま

せ
ん
が
、
一
段
落
し
た
ら
墓
参
り
を

し
に
一
時
帰
宅
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

根本　昌幸さん（苅宿）
取材者：ＮＰＯ法人市民公益活動パートナーズ  古山
取材日：９月４日

孫の成長に、生きがいと希望を託して

　ＪＲ富岡駅前の勤務先で地震に遭い、直後の津波
から逃れながら、何とか苅宿の自宅にたどり着く。
すぐに母親や妻、孫、そして愛犬とともに津島へ避難。
３日後、福島市へ移動し、到着直後は友人宅に。そ
の後、義理の弟さん宅で３月半ばからの３カ月弱を
過ごし、６月初旬に相馬市の借上住宅に転居。

▲おばあちゃんと根本さんご夫妻、そして愛犬ココ、
　みんな一緒に。

福島県

ふ
み

や
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震災後は、小高工業高校、相馬市、宮城県角田市、

埼玉県、あだたら体育館、土湯温泉と移って、ちょっ

と前に福島市上鳥渡しのぶ台の仮設住宅に引っ越して

きました。すぐ南前の仮設住宅に、おじいちゃんおば

あちゃんが住んでいて、犬のイチも、みんないっしょ

です。

学校は、荒井小学校に通っています。幾世橋小学校

のときの近くの子も何人かいるのが、うれしいです。

友だちもできました。９月18日が運動会です。楽しみ

です。

浪江町であった、初発神社の盆踊りのことやふれあ

いまつりでのもちつき、雑煮もちのこと、みんなでザ

リガニ取りをしたこと、３年生のときにビーズのストラッ

プを作ったことなどを思い出します。

幾世橋小学校で大の仲よしだった原田勇真くん（浪

江のこころ通信第２号に登場）が、避難先の桑折町立

醸芳小学校にいたとき、ぼくが会ったこともない勇真

くんのクラスの子全員から、手書きの励ましの手紙を

もらいました。ぼくの宝ものです。
▲崇斗くん（中央）を囲んで、
　　　　　祖父母、父母、弟、愛犬イチ

　浪江町では幾世橋に住んでいて、今は福島市上
鳥渡しのぶ台の仮設住宅に住んでいます。幾世橋
小学校のみんなに会いたいな。あそびたいな。そ
して、桑原先生にまた怒られてみたいな。
 ９月12日、アメリカでテロのあった翌日が、
ぼくの誕生日です。

郡　　崇斗くん（小４）（北幾世橋）
取材者：特定非営利活動法人市民公益活動パートナーズ  佐藤
取材日：９月10日

原発はばく発したけど、
ぼくのこころはばく発しないぞ！

福島県

■
今
の
生
活

私
は
今
、
二
本
松
の
借
上
げ
住

宅
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

浪
江
で
菊
を
長
年
育
て
て
き
ま

し
た
。
少
し
で
は
あ
り
ま
す
が
、

ま
た
１
か
ら
育
て
て
い
ま
す
。
き

れ
い
な
菊
が
咲
く
こ
と
を
願
い
な

が
ら
今
、
前
向
き
な
思
い
で
暮
ら

し
て
い
ま
す
。

■
大
切
に
思
う
こ
と

長
年
、
浪
江
で
郵
政
に
勤
め
て

い
ま
し
た
。
浪
江
町
民
を
多
く
知
っ

て
お
り
、
み
な
さ
ん
を
友
人
以
上

の
関
係
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
毎

日
、
新
聞
を
読
ん
で
い
て
、
言
葉

に
な
ら
な
い
思
い
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
福
島
市
や
郡
山
市
、
他

県
へ
そ
れ
ぞ
れ
移
っ
た
方
と
会
う

機
会
が
減
り
ま
し
た
。
な
か
な
か

顔
を
見
て
話
す
こ
と
が
減
っ
た
今
、

「
絆
」
が
一
番
大
切
な
こ
と
だ
と

あ
ら
た
め
て
気
付
き
ま
し
た
。

私
に
は
娘
が
４
人
お
り
、
17
人

の
大
家
族
で
す
。
先
日
の
お
盆
の

と
き
に
は
家
族
全
員
が
集
ま
り
ま

し
た
。
秋
に
は
ま
た
集
ま
り
、
芋

煮
会
な
ど
を
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
て
家
族
の
顔
を
見

る
こ
と
も
幸
せ
に
感
じ
ま
す
。

■
里
帰
り
に
向
け
て

町
に
帰
り
た
い
で
す
。
里
帰
り

で
き
る
日
を
願
っ
て
い
ま
す
。

早
く
ふ
る
さ
と
浪
江
で
皆
さ
ん

に
お
会
い
で
き
る
日
を
心
待
ち
に

し
て
い
ま
す
。

若
勢
　
重
孝
さ
ん（
権
現
堂
）

取
材
者:

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　
　
ビ
ー
ン
ズ
ふ
く
し
ま  

豊
田

取
材
日:

９
月
12
日

絆
を
大
切
に

たか　 と

福島県
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▲左から涼くん（小６）、
　竜也くん（小５）、明さん、
　美菜ちゃん（小４）

▲玉井さんご家族

と
に
か
く
、
４
月
か
ら
子
ど
も
た

ち
を
学
校
に
通
わ
せ
た
く
て
、
編
入

手
続
き
を
し
た
と
こ
ろ
住
民
票
も
移

す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

浪
江
か
ら
の
情
報
が
来
な
く
な
る
不

安
も
あ
り
、
浪
江
町
役
場
や
北
区
役

所
に
確
認
、
住
民
票
を
浪
江
町
に
戻

し
ま
し
た
。
近
く
に
は
知
り
合
い
も

お
ら
ず
、
病
院
の
こ
と
、
予
防
接
種

の
こ
と
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
に
関
わ

る
手
続
き
な
ど
、
何
度
も
尋
ね
な
い

と
解
決
し
な
い
こ
と
が
多
く
大
変
で
す
。

娘
の
美
菜
は
、「
東
京
は
、
建
物
が

い
っ
ぱ
い
建
っ
て
る
ね
。」
と
言
い
ま

す
。
涼
し
い
海
風
、
新
鮮
な
魚
な
ど
、

浪
江
の
暮
ら
し
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

９
月
10
日
に
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

卒
団
式
が
あ
り
、
家
族
５
人
で
福
島
に

帰
り
ま
し
た
。
友
だ
ち
と
の
再
会
が
よ

ほ
ど
う
れ
し
か
っ
た
ら
し
く
、
子
ど
も

た
ち
は
夜
じ
ゅ
う
、
は
し
ゃ
い
で
少
年

団
の
方
に
叱
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

仕
事
の
こ
と
や
長
男
の
中
学
進
学

を
考
え
る
と
、
東
京
で
の
生
活
を
続

け
る
か
、
福
島
に
戻
る
か
を
秋
に
は

決
め
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

先
の
見
通
し
が
つ
か
な
い
中
、
迷
い

が
あ
り
ま
す
。
今
は
、
じ
っ
と
耐
え
、

子
ど
も
た
ち
の
将
来
も
考
え
て
決
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

五
十
嵐
　
明
さ
ん（
請
戸
）

取
材
者:

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ち
ば
市
民
活
動
・
市
民
事

　
　
　

業
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ  

風
間
・
鍋
嶋

取
材
日:

９
月
17
日

子
ど
も
た
ち
の
育
ち
を
大
事
に
し
た
い

東京都

　親戚を頼って東京に避
難。現在は、３人の子ども
たちの小学校への通学を考
え、北区の都営住宅に家族
５人で暮らす。

震災のあと自宅は大丈夫だったので、津波の被害にあっ

た知人家族を自宅に泊めていた。

自宅を片付け、津波の被害にあった人もいるが、「ま

た以前の生活に戻れるように一緒に頑張らないとね。」

と話していた矢先に避難指示が出た。すぐまた戻れる

と思い、財布と愛犬を連れて出たが、戻れたのは一時

帰宅のみ。自宅は荒れた状況だった。

それでもいつになるか分からないが、帰町したいと

思う。戻っておいしい魚が食べたい。

こっちに来て、今までどれだけ新鮮な魚を食べてい

たか実感した。また、離れてより一層浪江の素晴らし

さを実感している。都会のような物質的な豊かさは無

いかもしれないが、人の温かさや時間の流れや風土など、

心の豊かさと環境の豊かさが浪江の良さだと思う。

子どもたちの友だちの中にも亡くなった方もいるが、

その人の分も一生懸命に生きようと話している。また

浪江の人たちと元気な姿でいつか会いたいとも。

そして、いつになるか分からないが、豊かな浪江で

以前のような暮らしがしたい。

　５年前、栃木県宇都宮市から浪江町へ移り住ん
だ玉井さん家族は、最初戸惑いはあったものの浪
江町での生活に充実を覚えていた。
 そんな中の今回の震災。またすぐに戻れると財
布と愛犬を連れ出てきたが…。
 現在は、宇都宮市に家族と住んでいる。

玉井　三千子さん（権現堂）
取材者：とちぎボランティアネットワーク  君嶋・大泉
取材日：９月13日

また浪江で生活を
栃木県
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■
家
族
全
員
無
事
だ
っ
た

高
台
に
家
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

津
波
は
大
丈
夫
で
し
た
。
け
れ
ど
、

家
の
壁
は
崩
れ
て
、
隣
の
部
屋
が
見

え
て
い
る
と
か
、
食
器
が
棚
か
ら
出

て
全
部
割
れ
て
泥
棒
が
入
っ
た
よ
う

な
状
態
。
揺
れ
て
な
い
時
間
の
方
が

短
い
く
ら
い
余
震
も
ひ
ど
く
「
今
日

が
私
の
命
日
か
。
」
と
思
っ
た
ほ
ど

怖
か
っ
た
で
す
。
戦
後
の
焼
け
野
原

の
よ
う
に
何
に
も
な
い
海
岸
沿
い
を

車
で
逃
げ
な
が
ら
、
千
葉
で
単
身
赴

任
中
の
主
人
と
も
携
帯
電
話
が
つ
な

が
ら
な
い
状
態
で
し
た
が
、
必
死
で

何
度
も
連
絡
を
と
り
ま
し
た
。
幸
い

に
も
家
族
、
親
戚
、
友
だ
ち
も
み
ん

な
無
事
で
「
逃
げ
足
の
速
い
や
つ
ら

ば
か
り
だ
な
。
」
と
後
で
主
人
と
笑

い
ま
し
た
。

■
な
み
え
焼
そ
ば
が
食
べ
た
く
な
る

高
知
に
来
て
か
ら
、
時
折
、
娘
が

「
マ
マ
、
ス
ー
パ
ー
で
な
み
え
焼
そ

ば
買
っ
て
来
て
。」
と
言
う
ん
で
す
。

「
高
知
に
は
無
い
か
ら
。
」
と
答
え

る
ん
で
す
が
、
と
き
ど
き
食
べ
た
く

な
り
ま
す
。
麺
が
う
ど
ん
く
ら
い
太

く
て
、
極
太
・
大
・
中
と
太
さ
も
選

べ
て
、
甘
い
ソ
ー
ス
が
つ
い
て
い
て
、

ス
ー
パ
ー
で
売
っ
て
い
ま
す
。
私
が

初
め
て
食
べ
た
の
は
、
主
人
の
友
だ

ち
が
作
っ
て
く
れ
て
、
ウ
イ
ン
ナ
ー
、

た
ま
ね
ぎ
、
も
や
し
が
入
っ
た
も
の

で
「
う
わ
ぁ
ー
焼
き
う
ど
ん
！
」
っ

て
言
っ
た
ら
「
ソ
バ
だ
か
ら
。
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。

浪
江
は
、
食
材
が
豊
富
で
魚
も
お

い
し
い
。
そ
ろ
そ
ろ
鮭
の
時
期
に
な

り
ま
す
が
、
娘
も
大
好
き
で
、
鮭
の

つ
か
み
ど
り
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、

家
に
持
ち
帰
っ
て
、
庭
で
チ
ャ
ン
チ
ャ

ン
焼
き
を
し
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

こ
ん
な
ど
う
で
も
い
い
よ
う
な
た
わ

い
も
無
い
こ
と
が
、
本
当
に
幸
せ
な

ん
だ
な
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。

■
お
か
し
く
な
く
て
も
笑
っ
て
い
れ

ば
楽
し
く
な
る

私
は
、
娘
が
笑
っ
て
い
る
姿
が
見

た
い
。
「
お
母
さ
ん
、
大
丈
夫
？
」

と
言
わ
れ
る
の
だ
け
は
避
け
た
い
。

震
災
直
後
、
娘
に
「
死
ぬ
と
き
は
一

緒
だ
か
ら
。
大
丈
夫
だ
か
ら
。
」
と

言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
言
葉
に
背
筋
が
し
ゃ
ん
と
伸
び
る

よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
娘

も
不
安
だ
っ
た
だ
ろ
う
に
、
私
が
不

安
な
顔
を
し
て
い
た
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。
私
が
不
安
な
顔
を
し
て
い
る

と
、
娘
も
不
安
に
さ
せ
て
し
ま
う
。

気
持
ち
を
切
り
替
え
て
、
明
る
く
、

前
に
進
め
る
よ
う
に
、
お
か
し
く
な

く
て
も
笑
っ
て
い
れ
ば
楽
し
く
な
る
、

そ
う
思
っ
て
今
で
き
る
こ
と
を
や
っ

て
い
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
何
が
で
き
る
か
、
今
日
で
き
る
こ

と
を
考
え
て
や
る

こ
こ
に
来
て
、
扇
風
機
や
自
転
車

な
ど
い
ろ
ん
な
方
に
支
援
し
て
い
た

だ
い
て
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
応
え
る
た
め
に
も
「
私
た
ち

が
や
る
べ
き
こ
と
を
や
ん
な
き
ゃ
。」

と
思
っ
て
い
ま
す
。
前
向
き
に
笑
顔

を
絶
や
さ
ず
、
今
で
き
る
こ
と
を
や
っ

て
頑
張
る
し
か
な
い
。
「
復
興
」
と

か
大
き
な
こ
と
で
な
く
て
も
い
い
、「
家

族
を
守
る
。
」
で
も
何
で
も
い
い
、

他
の
方
に
も
新
し
い
生
活
を
始
め
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
特
に

若
い
人
た
ち
に
は
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

新
天
地
で
、
前
を
見
て
頑
張
っ
て
も

ら
い
た
い
。

大山　　恵さん（川添）
取材者：一般社団法人いなかパイプ  佐々倉
取材日：９月12日

前向きに笑顔を絶やさずに、今できることを
高知県

　長女・諒子ちゃんと恵さんの故郷・高知で元気に暮らす現在
ですが、郡山に暮らす親戚の近くへ暮らそうと10月に栃木県
へ引っ越し、新しい生活がスタートします。

▲大山 諒子ちゃん（７才）
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朝田　麻美さん（権現堂）
取材者：くびき野ＮＰＯサポートセンター  渡辺・植木
取材日：８月25日

いつか浪江に帰る日まで

　震災時、妊娠していた朝田さんは、９月に出
産予定。親戚と一緒に避難先を転々としていたが、
現在、夫の英謙さんと２人で新潟のアパートに
住んでいる。偶然にも、近隣には同郷の避難者
も住んでいて、助け合いながら暮らしている。

新潟県

私
が
、
新
潟

へ
来
て
ま
ず
最

初
に
し
た
こ
と

は
、
産
婦
人
科

を
探
す
こ
と
。

お
腹
の
中
に
男

の
子
を
授
か
っ

て
い
た
の
で
、

心
配
で
な
ら
な

か
っ
た
か
ら
で

す
。
内
部
被
ば

く
検
査
も
受
け
、

結
果
、
異
常
が

な
か
っ
た
の
で

ホ
ッ
と
し
て
い

ま
す
。

震
災
前
、
私

は
浪
江
町
権
現

堂
地
域
に
住
み
、

夫
と
冠
婚
葬
祭
の
会
社
を
営
ん
で
い

ま
し
た
。
地
震
発
生
時
も
お
葬
式
の

真
っ
最
中
。
も
の
す
ご
い
揺
れ
だ
っ

た
の
で
、
お
葬
式
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、

外
に
飛
び
出
し
ま
し
た
。

祖
父
、
父
母
、
姉
、
夫
の
お
ば
の

子
ど
も
ら
10
人
で
避
難
し
た
矢
吹
町

で
は
、
地
元
の
人
の
た
め
の
避
難
所

で
し
た
が
、
特
例
と
し
て
受
け
入
れ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
の
ガ
ソ

リ
ン
の
補
給
は
、
と
て
も
助
か
り
ま

し
た
。
食
事
に
は
、
温
か
い
お
に
ぎ

り
が
支
給
さ
れ
、
心
が
少
し
落
ち
着

い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
私
た
ち
は
比
較
的
福
島

か
ら
近
く
、
放
射
能
の
心
配
が
な
い

新
潟
市
に
あ
る
物
件
を
見
つ
け
ま
し

た
。
慣
れ
な
い
土
地
で
不
安
も
あ
り

ま
し
た
が
、
役
所
の
方
の
親
切
な
対

応
に
感
激
し
て
い
ま
す
。

逆
に
、
原
発
問
題
の
対
応
が
遅
い

こ
と
に
は
怒
り
を
隠
せ
ま
せ
ん
。
避

難
時
に
置
い
て
来
た
物
に
、
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
を
か
け
て
ほ
し
い
と
声
を
上

げ
て
も
、
２
カ
月
後
、
や
っ
と
話
し

合
い
を
し
て
い
る
状
態
で
す
。
東
京

で
原
発
に
つ
い
て
の
デ
モ
に
参
加
し

た
の
で
す
が
、
全
く
報
道
さ
れ
な
い

こ
と
も
残
念
。
復
興
に
向
け
て
何
も

で
き
な
い
こ
と
が
大
変
悔
し
い
で
す
。

自
分
た
ち
が
新
潟
に
拠
点
を
置
く
か

ど
う
か
は
、
今
後
の
浪
江
の
復
興
次

第
で
す
。
今
は
心
も
体
も
ふ
ら
ふ
ら

し
て
い
て
幽
霊
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

姉
は
、
住
民
登
録
が
東
京
都
の
ま

ま
、
体
調
を
崩
し
療
養
の
た
め
に
浪

江
に
戻
っ
て
き
て
い
る
最
中
、
被
災

し
ま
し
た
。
失
業
保
険
を
も
ら
う
の

に
被
災
証
明
書
が
必
要
だ
っ
た
の
で

す
が
、
矢
吹
町
に
避
難
し
て
い
た
３

月
20
日
ま
で
の
名
簿
を
捨
て
て
し
ま
っ

た
と
聞
い
て
、
猛
抗
議
。
名
簿
を
捨

て
る
な
ど
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
で
す
。

ま
た
私
た
ち
に
は
家
族
同
様
に
大

切
な
愛
猫
が
い
て
、
一
緒
に
新
潟
に

避
難
し
て
き
ま
し
た
。
不
安
や
怒
り

が
こ
み
上
げ
る
と
き
で
も
、
猫
の
存

在
で
少
し
そ
の
気
持
ち
が
紛
れ
ま
す
。

人
間
も
生
活
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
に

必
死
で
す
が
、
そ
れ
は
動
物
た
ち
も

同
じ
こ
と
。
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
等

で
、
被
災
地
に
置
き
去
り
に
さ
れ
た

動
物
た
ち
を
見
る
と
、
心
が
痛
み
ま

す
。私

は
、
浪
江
町
で
生
ま
れ
育
ち
ま

し
た
。
浪
江
町
へ
の
思
い
は
人
一
倍

強
い
で
す
。
今
回
の
地
震
に
つ
い
て

は
、
本
当
に
シ
ョ
ッ
ク
が
大
き
い
の

で
す
が
、
浪
江
と
つ
な
が
っ
て
い
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
の
で
、
住

民
票
も
し
ば
ら
く
は
動
か
す
つ
も
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
は
浪
江
に
帰
れ

ま
せ
ん
が
、
生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も

が
ひ
と
り
立
ち
し
た
ら
、
例
え
放
射

線
の
問
題
が
残
っ
て
い
た
と
し
て
も
、

浪
江
に
帰
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
私

の
ふ
る
さ
と
は
浪
江
し
か
な
い
の
で

す
か
ら
。

妊
婦
と
い
う
立
場
で
の
避
難
生
活
。

た
い
へ
ん
な
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、

今
は
35
週
目
で
安
定
し
、
定
期
的
に

プ
ー
ル
に
通
っ
た
り
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
し
た
り
と
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
を

産
む
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
通
信
が
完
成
す
る
こ
ろ
に
は
、

元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
が
誕
生
し
て
い
る

と
い
い
な
ぁ
と
願
っ
て
い
ま
す
。「
広

報
な
み
え
」
を
見
て
、
私
た
ち
が
元

気
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
え
、

皆
さ
ん
の
様
子
が
分
か
る
、
こ
の
機

会
を
作
っ
て
も
ら
え
て
本
当
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

▲朝田さん（左）と姉の星野美咲さん（右）

ひでのり
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３
月
11
日
の
地
震
が
あ
っ
た
と
き
は
、
病
院
や
農

協
に
行
っ
た
後
で
、
地
震
が
お
さ
ま
っ
た
後
、
一
旦

家
に
戻
る
と
瓦
が
落
ち
て
い
ま
し
た
。
２
度
目
の
揺

れ
が
来
て
、
危
な
い
な
と
思
っ
た
の
で
車
で
避
難
し

ま
し
た
。
６
号
線
の
如
水
の
と
こ
ろ
に
い
る
と
、
後

か
ら
来
た
人
か
ら
請
戸
の
部
落
が
無
く
な
っ
て
い
る

と
聞
き
ま
し
た
。
請
戸
に
は
津
波
は
来
な
い
か
ら
と

言
っ
て
残
っ
て
い
た
方
も
い
て
、
顔
見
知
り
や
ご
近

所
で
も
亡
く
な
っ
た
方
が
い
ま
し
た
。

１
回
目
の
帰
宅
の
と
き
に
見
て
き
た
の
で
す
が
、

畑
を
や
っ
て
い
て
い
ろ
い
ろ
作
物
を
作
っ
て
い
た
り
、

シ
ル
バ
ー
人
材
で
植
木
屋
や
家
の
解
体
の
仕
事
な
ど

も
や
っ
て
い
た
り
、
そ
の
資
材
な
ど
も
あ
っ
た
の
で

す
が
、
み
ん
な
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

仮
設
に
は
６
月
16
日
の
説
明
会
の
あ
と
、
す
ぐ
に

入
れ
た
の
は
よ
か
っ
た
で
す
。
仮
設
住
宅
も
ま
だ
直

す
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
お
風
呂
の
お
湯
と
水
の
調
整

の
コ
ッ
ク
の
調
整
が
難
し
い
の
で
直
し
て
も
ら
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。

心
配
な
の
は
寒
く
な
っ
た
と
き
で
す
。
夜
に
ふ
と

目
が
覚
め
た
と
き
に
将
来
の
こ
と
も
考
え
た
り
も
し

ま
す
。
気
を
も
ん
で
も
し
ょ
う
が
な
い
と
は
思
う
よ

う
に
し
て
い
ま
す
が
・
・
・
。

こ
の
仮
設
に
は
請
戸
の
人
も
多
い
の
で
、
集
会
所

で
集
ま
っ
て
、
懇
談
し
た
り
涼
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

鮎
と
り
を
し
た
り
、
釣
り
を
し
た
り
、
鮭
が
の
ぼ
っ

て
く
る
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
り
、
夏
は
海
水
浴
の
監

視
員
を
や
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
楽
し
み
も
あ
っ
た
の

で
す
が
、
今
は
夢
の
夢
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
請
戸
の
３
６
０

戸
が
１
カ
所
に
ま
と
ま
っ
て
住
め
る
よ
う
な
も
の
を

つ
く
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

入院していた病院から、津波が迫ってくる様子が見え

たので、これは尋常ではないと感じた。病院の廊下や外

にもベッドが並べられ、さながら野戦病院のようだった。

被災の後、妻とは別々に避難のための移動をしなけれ

ばならなかったが、津島の避難所で再会できたことは幸

いだった。それでも、避難所での寒さや食べ物の少なさ、

状況が分からないことに対する精神的な苦痛など、今思

い出してもつらいことが多い。

県内のあちこちに住んでいる知人や友人が、いろいろ

と気に掛けて支援してくれたことは、物心両面で助けら

れた。いろんな縁があって桑折町にお世話になることに

なったが、この家も知人が探してくれたものなので、本

当にありがたい。

ここ桑折町は、浪江町に住んでいるとあまり馴染みが

ないが、ほとんどの用事が歩いて済ませることができる

ほどコンパクトで便利なところだ。かつて転勤で近くに

住んでいたことがあり、果物もおいしく暮らしやすい町

なので、大変気に入っている。

そして、浪江でやっていたグランドゴルフを桑折町で

も仲間に入れてもらってやれることがうれしい。できれば、

そば打ちやパソコンなどもやってみたいと思っている。

最後に、役場へのお願いだが、避難者がまとまって住

んでいる仮設住宅には、全国からの支援に関するお知ら

せなど多くの情報が入ってくるようだが、個別に住んで

いる借上住宅にはそうした情報がなかなか入ってこない

ので、ぜひ情報の伝達について検討して欲しい。▲照雄さんと奥さんの紘子さん

　浪江町の川添地区に住んでいる。
 震災当日は、翌日に退院を予定して、南相馬
市の市立総合病院に入院中だった。
 知り合いの車に同乗して自宅に戻ってからは、
二本松市を経て千葉県まで避難したが、なかな
か浪江の情報が入ってこないので、４月になっ
て再び二本松市に戻り、その後岳温泉の旅館に
お世話になっていた。
 ６月下旬から、三男家族も避難している桑折
町に夫婦で暮らしている。

牛来　照雄さん（川添）
取材者：ＮＰＯ法人市民公益活動パートナーズ  松田
取材日：９月３日

借上住宅にも情報が欲しい
福島県
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▲「またいつか、浪江で元気に遊びま
しょう!!」と浪江の友達に伝えたい
です。

福島県

金
井
　
安
雄
さ
ん（
請
戸
）

取
材
者:

市
民
公
益
活
動
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

　
　
　
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ビ
ー
ン
ズ

　
　
　
　
ふ
く
し
ま
） 

中
鉢

取
材
日:

９
月
15
日

生
き
が
い
に

　
　
な
る
も
の
が
ほ
し
い

木村　郁也さん（中２）（権現堂）
取材者 :特定非営利活動法人ビーンズふくしま  豊田
取材日 :９月14日

走り続けたい

▲北幹線第一仮設住宅前にて。
ちょうど舗装工事が終わったばか
りのところでした。

請
戸
に
住
ん
で
い
た
金
井
さ
ん
は
、
震
災
後
飯

館
の
友
人
宅
、
宮
城
県
亘
理
の
息
子
さ
ん
宅
、
横

浜
の
娘
さ
ん
宅
と
移
り
、
６
月
18
日
に
北
幹
線
第

一
仮
設
住
宅
に
入
居
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
奥
さ

ま
と
２
人
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

■
今
の
生
活

ぼ
く
は
今
、
二
本
松
市
の
東
和
に
あ

る
仮
設
住
宅
で
祖
母
と
父
、
母
と
兄
、

妹
の
６
人
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

か
ら
東
和
中
学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。

バ
ス
の
時
間
が
あ
る
た
め
、
朝
早
く
に

登
校
し
夜
遅
く
に
帰
宅
す
る
の
で
、
少

し
大
変
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
最
初

は
転
校
す
る
こ
と
で
、
不
安
な
気
持
ち

が
あ
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
ク
ラ
ス
メ
イ

ト
は
と
て
も
優
し
く
、
担
任
の
先
生
は

面
白
い
の
で
徐
々
に
馴
染
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
は
ク
ラ
ス
の
中
で
打
ち

解
け
て
、
新
し
い
友
だ
ち
が
で
き
て
う

れ
し
い
で
す
。

ぼ
く
は
、
浪
江
に
い
た
こ
ろ
か
ら
陸

上
を
し
て
い
て
、
走
る
こ
と
が
大
好
き

で
す
。
走
っ
て
い
る
と
き
が
一
番
楽
し

い
で
す
。

地
震
の
後
、
ぼ
く
の
家
族
は
岳
温
泉

に
４
月
か
ら
８
月
初
旬
ま
で
避
難
し
て

い
ま
し
た
。
岳
温
泉
に
い
る
と
き
も
同

じ
よ
う
に
通
学
に
時
間
が
か
か
り
、
大

変
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
自
主
練
習

は
欠
か
さ
ず
に
毎
日
走
っ
て
い
ま
し
た
。

東
和
中
学
校
は
陸
上
部
が
盛
ん
で
、

部
員
数
も
多
い
で
す
。
練
習
内
容
は
と

て
も
き
び
し
い
で
す
け
ど
、
新
し
い
仲

間
と
一
緒
に
が
ん
ば
れ
る
こ
と
が
と
て

も
楽
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
大
会
に
向
け
て
毎
日
が
ん
ば
り
た
い

で
す
。

■
不
安
に
思
う
こ
と

こ
の
仮
設
住
宅
は
家
族
で
暮
ら
す
に

は
狭
い
こ
と
が
不
便
で
す
。
で
も
、
こ

こ
に
来
て
か
ら
１
カ
月
以
上
た
ち
ま
し

た
の
で
、
だ
い
ぶ
慣
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ま
わ
り
に
は
同
世
代
の
人
が

少
な
く
、
同
じ
学
校
の
人
が
１
人
し
か

い
な
い
の
で
、
遊
ぶ
機
会
が
少
な
い
こ

と
に
困
っ
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
は
、
離
れ
離
れ
に
な
っ
た
友

だ
ち
が
今
ど
う
し
て
い
る
か
、
心
配
な

気
持
ち
が
あ
り
ま
す
。

■
今
、
や
り
た
い
こ
と

浪
江
の
友
だ
ち
と
会
っ
て
思
い
っ
き

り
遊
び
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
番
や
り
た
い
こ
と
は
、
も
っ

と
「
走
る
こ
と
」
を
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
通
学
に
ど
う
し
て
も
時
間
が

か
か
る
の
で
、
も
っ
と
「
練
習
時
間
が

あ
れ
ば
…
。」
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
里
帰
り
で
き
た
ら

「
陸
上
を
続
け
た
い
」
こ
と
と
「
友

だ
ち
と
遊
び
た
い
」
こ
と
２
つ
で
す
。

福島県
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浪江のこころ通信

鈴木　美穂さん（川添）
取材者：茨城大学大学院  川又
取材日：９月14日

町中のみんなが「お知り合い」
茨城県

南
相
馬
市
小
高
区
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
が
、

農
場
や
生
活
圏
が
浪
江
町
に
あ
り
、
市
場
に
野

菜
を
出
し
た
り
、
浪
江
町
の
人
た
ち
に
自
分
た

ち
が
つ
く
っ
た
も
の
を
食
べ
て
も
ら
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
浪
江
町
に
住
も
う
と
住
所
を
移

し
て
間
も
な
く
震
災
に
遭
い
ま
し
た
。

愛
媛
に
避
難
し
て
地
域
の
方
に
よ
く
し
て
も

ら
い
、
家
や
み
か
ん
付
き
の
み
か
ん
畑
ま
で
貸

し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
今
年
か
ら
み
か
ん

を
出
荷
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
み
か
ん

で
福
島
と
愛
媛
を
つ
な
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
東
北
で
み
か
ん
を
つ
く
っ
て
い
る
人
は
ほ

と
ん
ど
い
な
い
。
福
島
の
農
民
と
競
争
す
る
こ

と
が
な
い
作
物
を
送
れ
ば
喜
ば
れ
る
だ
ろ
う
し
、

自
分
た
ち
と
の
つ
な
が
り
を
保
っ
て
い
け
る
だ

ろ
う
と
思
っ
て
み
か
ん
畑
を
借
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
付
き
合
い
の
あ
っ
た
地
域
の
人
た

ち
が
、
全
国
散
り
ぢ
り
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

そ
う
い
う
人
た
ち
に
届
け
れ
る
よ
う
に
し
た
い

で
す
。
学
校
給
食
に
で
も
使
っ
て
も
ら
え
た
ら
、

福
島
の
子
ど
も
の
口
に
は
入
り
ま
す
。
そ
う
や
っ

て
で
き
れ
ば
、
全
量
福
島
に
出
荷
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
私
も
生
活
が
か
か
っ

て
い
ま
す
か
ら
、
成
り
立
つ
仕
組
み
を
考
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
う
す

る
こ
と
で
「
自
分
が
め
げ
ず
に
、
農
業
や
っ
て

る
ん
だ
ぞ
。」
と
い
う
主
張
に
も
な
る
か
な
と
思

い
ま
す
。
他
に
も
避
難
者
で
、
農
業
を
再
開
し

て
い
る
人
が
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
人
た
ち
と
連

携
し
て
、
今
後
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
展
開

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

生後３カ月（当時）の次男を抱きしめて耐え抜いた地震。津波で義
父（棚塩）が犠牲になった。現在、茨城県石岡市内の公営住宅に親
子４人で暮らしている。

震災発生当日は、川添の実家で被災した。当時、

実家には、私、次男（当時３カ月）と実母、祖母

がいた。私は、地震の揺れで天井から落ちてきた

照明器具が頭に当たってけがをしたが、他の３人

は無事だった。

町内の歯科医院で助手として働いていた私は、

夕方、仕事が終わると、町内で夕飯の買い物をし

て帰っていた。「子どもや夫も帰ってくる時間」そ

う思いながらも、つい買い物の時間が長くなって

しまう。「なんだ、バンゲの支度が？」必ず何人か

に声をかけられ話し込んでしまう。そして、「おば

ちゃん、もう痛くないですか？」昼間来院した患

者さんの姿を見つけては声をかける。買い物を終

え帰宅するころには、すっかりあたりは暗くなっ

ていた。「お母さんお腹すいた！」子どもたちが口

をとんがらがせて、脚にしがみついてくる。そん

な日常だった。

石岡市在住の姉をたよってこの地で生活を始めた。

南相馬市内の会社に勤務する夫は、勤務先の業務

再開により、南相馬市で単身生活を送っている。

仕事が忙しいため、月に一度程度、子どもたちに

会いにくるのがせいぜいだ。

見知らぬ土地で最初は戸惑うことも多かったが、

９月に入って長女と長男が市内にある私立幼稚園

に通い始めた。

避難生活を始めて半年、一時帰宅にも参加したが、

地震で傷んだ我が家の周りには、私の背丈ほどになっ

た雑草が生い茂っている。

生まれて以来、私たち家族はみんなこの町「な

みえ」で育ってきた。いつかまたこの町に戻り、

友だちや親戚、日ごろ気軽に声を掛け合ってきた

人たちと、震災や原発事故による避難生活の日々

について「あの時は苦労したよね…。」と話せる日

が来ること、思い出に変わる日が来ることを信じ

ている。そして、一日でも早く家族がそろって暮

らせる「日常」が来ることを願い、しっかりと前

を向いて子どもたちを育てていきたい。▲鈴木美穂さんと次男（現在６ヶ月）
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渡
部
　
寛
志
さ
ん
・

　
　
　
直
美
さ
ん（
酒
田
）

取
材
者:

一
般
社
団
法
人
い
な
か
パ
イ
プ  

　
　
　
佐
々
倉

取
材
日:

９
月
13
日

「
み
か
ん
」で
福
島
と
愛
媛
を

つ
な
ぎ
た
い

取材者：ＮＰＯ法人ちば市民活動・市民事業サポートクラブ  風間・鍋嶋
取材日：９月12日

３月10日に戻って、いろんなものを
見てみたい
　津波ですべて流されて何一つ持ち出せなかった泉田さん家族。
数か所の避難所を経て、４月から家族６人で東京都足立区の
団地に住んでいます。

■
七
海
ち
ゃ
ん
の
話

地
震
の
と
き
は
、
お
母
さ
ん
と
妹
の

麻
衣
と
い
っ
し
ょ
に
、
車
で
逃
げ
た
の
。

車
に
は
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
１
個
し
か
な
く

て
、
お
腹
が
ぺ
こ
ぺ
こ
だ
っ
た
よ
。
そ
の

日
の
夜
は
車
の
中
で
寝
た
の
。
車
の
中
に

あ
っ
た
カ
エ
ル
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
ず
ー
っ

と
大
事
に
し
て
い
る
の
。
だ
っ
て
、
ほ
か

に
は
何
も
持
っ
て
な
か
っ
た
ん
だ
も
の
。

も
し
で
き
る
な
ら
、
３
月
10
日
に
戻
っ

て
、
い
ろ
ん
な
も
の
を
見
て
み
た
い
な
ぁ
。

海
、
カ
エ
ル
、
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
、
ザ

リ
ガ
ニ
…
一
番
に
会
い
た
い
の
は
、
猫

の
タ
ロ
ー
。
ど
う
し
て
い
る
か
、
と
っ

て
も
心
配
。

浪
江
に
い
た
と
き
に
は
、
お
友
だ
ち

と
マ
リ
ン
パ
ー
ク
に
行
っ
た
り
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
し
た
り
、
た
く
さ
ん
楽
し

い
こ
と
が
あ
っ
た
よ
。
今
、
通
っ
て
い

る
小
学
校
は
５
ク
ラ
ス
も
あ
っ
て
、
お

友
だ
ち
の
名
前
を
覚
え
る
の
が
大
変
。

浪
江
の
小
学
校
は
１
ク
ラ
ス
だ
け
だ
っ

た
か
ら
、
み
ん
な
仲
良
し
だ
っ
た
よ
。

浪
江
に

い
た
と
き

に
、
パ
パ

の
誕
生
日

に
田
植
え

を
し
て
、

私
の
誕
生

日
に
稲
刈

り
を
す
る

ん
だ
よ
っ

て
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん

が
教
え
て

く
れ
た
の
。

あ
と
８
回
寝
た
ら
私
の
誕
生
日
が
く
る
の

が
、
今
一
番
の
楽
し
み
。
妹
の
麻
衣
は
、

電
車
や
バ
ス
が
好
き
な
の
で
、
東
京
で
も

楽
し
そ
う
だ
け
ど
、
東
京
に
は
カ
エ
ル
が

い
な
い
ね
と
話
し
て
い
る
の
。

■
真
美
さ
ん
の
話

こ
こ
の
住
人
の
方
か
ら
は
、「
大
丈
夫

で
す
か
。
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。」

と
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
理
解
あ
る
方

に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
子
ど
も
た

ち
は
、
飛
び
跳
ね
た
り
、
自
由
に
元
気
に

遊
び
た
い
時
期
な
の
に
で
き
な
い
の
が
、

と
て
も
か
わ
い
そ
う
で
す
。
４
月
に
こ
こ

に
き
た
と
き
は
、
長
女
の
学
校
の
こ
と
ば

か
り
気
に
な
り
、
次
女
の
幼
稚
園
は
後
回

し
に
な
っ
て
し
ま
い
、
同
じ
年
代
の
子
ど

も
と
遊
ば
せ
る
機
会
が
持
て
な
い
こ
と
が

気
が
か
り
で
す
。

浪
江
の
友
だ
ち
と
は
、
ま
た
会
い
た

い
で
す
ね
。
ず
ー
っ
と
一
緒
と
思
っ
て
い

た
の
に
、
こ
ん
な
風
に
な
っ
て
し
ま
い
悔

し
い
で
す
。

■
利
雄
さ
ん
の
話

地
震
の
と
き
は
、
家
内
と
津
波
に
追

わ
れ
な
が
ら
山
に
逃
げ
ま
し
た
。
避
難
所

で
息
子
と
い
っ
し
ょ
に
な
り
ま
し
た
が
、

孫
た
ち
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
知

人
の
車
を
借
り
て
、
一
晩
中
あ
ち
ら
こ
ち

ら
の
避
難
所
を
探
し
回
り
、
出
会
え
た
と

き
は
、
も
う
言
葉
に
な
ら
な
い
ほ
ど
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

浪
江
で
は
、
左
官
の
仕
事
を
し
な
が

ら
米
作
り
を
し
て
い
ま
し
た
。
今
は
仕
事

が
な
い
の
で
、
孫
と
荒
川
の
河
川
敷
を
散

歩
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
浪
江
の
知
り

合
い
か
ら
の
電
話
は
、
つ
い
つ
い
長
話
し

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

泉田七海ちゃん（小２）・真美さん・利雄さん（両竹）

東京都

なな　 み

▲『浪江カエル』を抱えた麻衣ちゃん、七海
ちゃん、利雄さん（おじいちゃん）、真美さ
ん（お母さん）

ま
　
い

愛媛県

　
浪
江
町
に
農
場
を
持
ち
小
松
菜
・
米
・
養
鶏

を
育
て
る
農
家
だ
っ
た
渡
部
夫
妻
は
、
現
在
、

寛
志
さ
ん
が
大
学
時
代
を
過
ご
し
た
愛
媛
県
に

家
を
借
り
、
家
族
４
人
で
暮
ら
し
て
い
る
。
農

地
も
借
り
る
こ
と
が
で
き
、
農
家
と
し
て
の
再

出
発
も
果
た
し
て
い
る
。

▲明歩ちゃんが通う小学校の前で、
　左から渡部寛志さん・明理ちゃん・
　明歩ちゃん・直美さん
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つながる��こころ

町民の皆さまから寄せられた
メッセージをご紹介します。

皆さまからのメッセージ　　　
　　　　　お待ちしています。

はがきなどに①メッセージ（100字以内）②氏
名（本名を載せたくない方はその旨と、ペンネー
ムなどを併せて記入。）③年齢④浪江町の住所
⑤避難先住所を明記の上、郵送してください。

〒964－0904
二本松市郭内一丁目196－1（福島県男女共生センター内）
　浪江町役場二本松事務所「広報なみえメッセージ係」
※お寄せいただいたメッセージは、必ず紹介されるわ
けではありません。

　　行政運営班　　0243－62－0123

堀知木共助会の皆さん、お元
気ですか。

今、広島で田舎農業をかじり

始めました。浪江へ帰ったら、

会員のみんなと田畑の中で、

また手作り花見をやりたいね。

 がんばろう　浪江

 　　がんばろう　堀知木

〈光ちゃん農園さん・室原（広島市）〉

半年ぶりの再会。岳温泉に１泊。
津島民謡教室の“休講式”。相馬の民謡にとっ
ぷりと浸れた一夜でした。

遥か彼方は浪江の空かよー　
　　　　浪江恋しやなつかしや…
先生の替え歌には、全員が涙、涙で心が洗われ
ました。ふるさとに戻れるその日まで、心の絆をしっ
かり結んで、またがんばります。
皆さん、どうもありがとう。

〈大内ハマ子さん・羽附（福島市）〉

郵
送
先


